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奥
玉
小
学
校
を
３
月
に
卒
業

し
た
６
年
生
14
名
が
卒
業
記
念

と
し
て
制
作
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
看
板

の
完
成
お
披
露
目
式
が
、
３
月

11
日
に
同
校
正
門
前
で
行
わ

れ
、
全
校
児
童
の
ほ
か
看
板
制

作
関
係
者
が
完
成
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て

藤ふ
じ

野の

嵩し
ゅ
う

生せ
い

君
と
藤ふ

じ

原わ
ら

駿は
や
お

君
が

「
ぼ
く
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
し
、
世
界
中
の

人
々
と
協
力
し
て
未
来
を
切
り

拓
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
日
を
目
指
し
て
、
自
分
に
何

が
で
き
る
か
考
え
て
行
動
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

３
枚
の
看
板
は
、よ
り
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
身
近

に
感
じ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、
毎
日
通
う
小

学
校
入
口
の
ほ
か
、
千
厩
町
奥

玉
の
大
平
集
落
セ
ン
タ
ー
地
内
、

同
町
清
田
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施

設
地
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、
同
校
６
学
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
市
の
「
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
地
域
の
情
報
発
信
事

業
」
を
活
用
し
て
制
作
し
た
も

の
で
、
制
作
前
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
出

前
授
業
を
受
講
し
た
り
、
奥
州

宇
宙
遊
学
館
を
見
学
す
る
な
ど
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
や
宇
宙
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
親
子
で
制
作

に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

看
板
の
大
き
さ
は
、縦
２
㍍
×

横
４
㍍
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
ビ
ッ

グ
バ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

や
世
界
中
の
人
々
が
手
を
取
り

合
う
姿
が
描
か
れ
、『
岩
手
か
ら

世
界
に
‼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
へ
〜
世

界
に
羽
ば
た
け
奥
小
の
子
ど
も

〜
』
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
仙
台

財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会

議
開
催
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
と
東
北

の
創
造
的
復
興
」（
主
催
（
一
社
）

東
北
経
済
連
合
会
）
が
５
月
12

日
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
早
稲
田
大

学
特
命
教
授
伊い

藤と
う

滋し
げ
る

氏
が
「
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
と
新
し

い
東
北
の
創
造
」
と
題
し
て
講

演
。「
加
速
器
の
製
造
に
は
、
大

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
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企
業
の
協
力
が
不
可
欠
」「
東
北

に
は
精
密
な
加
速
器
を
つ
く
る

技
術
力
が
あ
る
企
業
が
多
く
あ

り
、
活
躍
の
場
が
与
え
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
」
と
強
調
し
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
す
れ
ば
、
盛
岡

か
ら
仙
台
の
間
に
新
た
な
産
業

が
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
東
北
経

済
連
合
会
産
業
経
済
部
長
の
西に

し

山や
ま

栄え
い

作さ
く

氏
が
進
行
役
を
務
め
、

東
北
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
教
授
大お

お

滝た
き

精せ
い

一い
ち

氏
、
同
大
学

院
理
学
研
究
科
准
教
授
佐さ

貫ぬ
き

智と
も

行ゆ
き

氏
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国

際
研
究
所
副
所
長
奥お

く

村む
ら

誠ま
こ
と

氏
、

同
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ

ナ
ー
小お

貫ぬ
き

勅と
き

子こ

氏
、
㈱
千
田
精

密
工
業
取
締
役
千
田
ゆ
き
え
氏

を
パ
ネ
ラ
ー
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致

に
向
け
た
課
題
や
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実

現
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
運
用
開
始
期
間
、
建
設
期
間
、

予
備
準
備
期
間
・
準
備
期
間
の

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
け
る
課

題
や
必
要
と
な
る
取
り
組
み
な

ど
を
討
議
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
期
間

の
課
題
と
し
て
、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
部

品
を
国
内
外
か
ら
現
地
に
運
ぶ

際
の
輸
送
体
制
や
、
運
び
込
ん

だ
機
器
を
点
検
す
る
検
査
拠
点

が
必
要
」「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
部
品
の
運
搬

経
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
後
々

の
維
持
管
理
や
使
い
道
を
意
識

し
た
整
備
が
必
要
」
と
の
指
摘

や
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
地
元
企
業
の

参
入
に
つ
い
て
、「
企
業
が
自
社

の
成
長
戦
略
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
ど
う

位
置
付
け
る
か
が
重
要
」「
ど
う

す
れ
ば
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
わ
れ
る
か

を
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て

情
報
を
集
め
る
こ
と
が
参
入
の

き
っ
か
け
に
な
る
」
と
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ

実
現
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
東
北

の
自
然
や
伝
統
文
化
、
食
を
生

か
し
な
が
ら
、
施
設
整
備
に
地

産
木
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
東

北
ら
し
さ
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
は
Ｉ
Ｌ

Ｃ
を
き
っ
か
け
と
し
た
産
業
振

興
や
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し

た
。Ｉ

Ｌ
Ｃ
を
楽
し
く
学
ぶ

～
小
学
校
な
ど
に

�

Ｉ
Ｌ
Ｃ
か
る
た
を
配
付
～

　

市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
遊
び
な
が
ら
楽

し
く
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
学
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
市
内
の
小
学
校
（
全

ク
ラ
ス
）、
放
課
後
子
ど
も
教

室
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

か
る
た
」
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
か
る
た
は
、
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
が
全
国
か
ら
読
み

札
を
募
集
し
、
応
募
作
品
か
ら

44
種
を
選
考
し
て
作
成
し
た
も

の
で
す
。

市
内
外
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
Ｐ
Ｒ

～
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ジ
オ
ラ
マ・

�

パ
ネ
ル
の
展
示
～

　

市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
実
現
に
向
け
た

機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
市
内

外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
Ｉ

Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
や
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
17
日
に
は
、
一
関
市
総

合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
第
10
回
企
業
情
報
交
換
会

（
主
催
（
公
財
）
岩
手
県
南
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に
Ｉ
Ｌ

Ｃ
ブ
ー
ス
を
出
展
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

心
臓
部
で
あ
る
超
伝
導
加
速
空

洞
や
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ジ
オ
ラ
マ
の
展
示

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
５
月
20
日
～

21
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た

Ｇ
７
仙
台
財
務
大
臣
・
中
央
銀

行
総
裁
会
議
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
会
場
や
、
５
月
28
日
～

29
日
に
滝
沢
市
で
開
催
さ
れ
た

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ミ
ラ
イ
博
（
主
催　

岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
）
な
ど
に
Ｉ

Ｌ
Ｃ
ジ
オ
ラ
マ
を
展
示
す
る
な

ど
、
市
内
外
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市内小学校などに配付したILCかるた

企業情報交換会の様子

IWATEミライ博でのジオラマ展示

パネルディスカッションの様子



　

２
月
23
日
、
東
山
小
学
校
の

授
業
参
観
に
お
い
て
、
６
年
生

（
66
名
）
と
保
護
者
を
対
象
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
授
業
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

授
業
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
課

職
員
が
講
師
を
務
め
、
紹
介
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
実
験
内
容
や
北
上
高
地

が
建
設
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た

理
由
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
で

世
界
最
先
端
の
研
究
が
行
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

市
議
会
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致・

学
術
研
究
都
市
づ
く
り
調
査

�

特
別
委
員
会

　

市
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
市
の

取
り
組
み
状
況
な
ど
に
関
す
る

調
査
を
行
う
た
め
、
５
月
17
日

に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
・
学
術
研
究
都
市

づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
市
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
担
当

職
員
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け

た
市
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

説
明
し
た
ほ
か
、県
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
県
海

外
情
報
発
信
専
門
員
の
和
山
ア
マ

ン
ダ
氏
（
米
国
出
身
）、
奥
州
市

国
際
化
推
進
員
の
ト
マ
ス
・
ア
ン

ナ
氏
（
米
国
出
身
）、
市
国
際

化
推
進
員
の
ネ
イ
ト・ヒ
ル
氏（
豪

州
出
身
）
の
３
名
が
外
国
人
の

視
点
で
の
地
域
の
国
際
化
に
向

け
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

ト
マ
ス
氏
は
、「
外
国
人
が
日

本
の
生
活
で
困
っ
た
際
、
知
り
合

い
の
外
国
人
に
相
談
す
る
か
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
す
れ
ば

日
本
語
が
理
解
で
き
る
外
国
人

も
増
え
る
と
思
う
が
、
現
時
点

で
は
日
本
語
が
理
解
で
き
る
外

国
人
が
少
な
い
た
め
、
生
活
に
必

要
な
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
」

と
語
り
、
早
期
に
生
活
情
報
の

多
言
語
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

和
山
氏
は
、
県
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
災
害
時
の
避

難
所
や
在
留
資
格
な
ど
の
生
活

情
報
を
英
語
で
発
信
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
。
生
活
情
報
を

英
訳
す
る
上
で
、
情
報
が
間
違
っ

て
い
な
い
か
再
翻
訳
し
て
担
当
部

署
に
チ
ェッ
ク
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
、
調
整
が
難
し
い
こ
と
、

英
語
以
外
の
言
語
で
の
情
報
発

信
も
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

課
題
に
つい
て
も
述
べ
ま
し
た
。

　

ネ
イ
ト
氏
は
、
市
内
在
住
外

国
人
か
ら
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
使
え
る
お
店
が
増
え
た
ら
便

利
」「
国
際
交
流
の
機
会
を
増
や

し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
、
外
国

人
向
け
生
活
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
への
掲
載
に
向
け
た
検
討
を
始

め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
市
の
生
活

情
報
の
多
言
語
対
応
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つい
て
も
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
た
機
運
醸

成
を
図
る
た
め
、
県
が
主
体
と

な
っ
て
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
５
人
以
上
の
団

体
を
対
象
に
、
要
望
に
応
じ
て

県
内
在
住
の
外
国
人
や
担
当
県

職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

外
国
人
と
の
交
流
を
通
じ
た
地

域
の
国
際
化
に
関
す
る
説
明
な

ど
を
行
って
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
山
小
学
校
の
授
業
参
観
で

�

Ｉ
Ｌ
Ｃ
授
業
を
開
催

超党派の国会議員連盟メンバーらが訪米

人材の確保・育成方策検証作業部会（第5回）

　ILCの日本誘致を目指す超党派の国会議員によるリニアコ
ライダー国際研究所建設推進議員連盟（会長：河村建夫衆
議院議員）らが2月11日から3日間の日程で訪米しました。
　11日は、今回初めて開催された「日米先端科学技術フォー
ラム」に参加。参加者は、日米の発展や安全保障面で科学
技術は重要として、ILCを含む先端加速器や宇宙利用、核融
合、スーパーコンピューターの各分野で日米協力を強めるべ
きであるとの認識を共有。このフォーラムを重要な枠組みと
して、活動を継続していくことが確認されました。
　12日は「米シンクタンク・ハドソン研究所の国際リニアコ
ライダー専門会合」に参加し、地元から参加した、東北ILC推
進協議会の高橋宏明共同代表や岩手県ILC推進協議会の
谷村邦久会長らが、地元の熱意を伝えるなど、活発な議論
が行われました。

　ILCに関する有識者会議「人材の確保・育成方策検証作
業部会」は5月25日に第5回会合を開催し、同会議に提出す
る報告書の骨子案をまとめました。
　骨子案では「ILCの実現には戦略的な人材育成が不可欠」
としたうえで「若手人材を既存加速器施設の改修や機器の
大規模なアップグレードなどに積極的に参加させたり、新た
な加速器計画が実現する場合には、システム全体の総括ポ
ストに登用し、マネジメントについて経験させること」などを
提案。
　今夏には、同部会の見解として有識者会議に対して報告
書が提出される予定です。

ILCキャラバンの様子

ILC授業の様子

NEWS
ニュースクリッピング

最近の
ニュースを

ピックアップして
お届けします！
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A：	�This is a new ILC sign put up in the 
city!

B：	�I've seen different ones before. This 
one is simple.

A：	�Yeah. This one is near a road in the 
East Industrial Park, and there is 
another one in Hanaizumi.

B：	I'll keep a look out!

（和訳）
A：	�これは市内に設置された新しいILC看
板です！

B：	�これと違う看板を見たことあるけど、こ
れはシンプルだね。

A：	�ええ。この看板は東工業団地の道路沿
いにあって、同じような看板が花泉町
にもあります。

B：	�今度探してみる！

◎�いちのせきサイエンスカフェ（第1回・第2回）開催のお知らせ
　コーヒーを飲みながら、ILCや素粒子物理などの科学について、研究者などと気
軽に語り合い、科学を身近に感じてみませんか？

【募集人数】30人程度　【参加料】200円（ただし学生は無料）
【開催内容】下記のとおり
【参加申込】参加申込書を本ページ下段で紹介している専用ホームページからダウ
ンロードしていただき、電子メールまたはFAXでILC推進課あてに申し込みくださ
い（先着順）電子メール：ilc@city.ichinoseki.iwate.jp　FAX：0191-21-2164

【問合せ先】一関市ILC推進課　TEL：0191-21-2111（内線8646・8647）

◎�ILCをもっと知ろう！
　～勉強会・講演会への講師・
� キャラバン派遣〜
　市では、 自治会や各種団体
などが主催するILC勉強会・講
演会に講師を派遣します。
　市職員が講師としてお伺いす
るほか、実施内容に応じて、高
エネルギー加 速 器 研究 機 構

（KEK） の研究者、 岩手県の
ILCキャラバンの派遣について
のアドバイスも行っております
ので、お気軽にご相談ください。

Ｑ：趣味は？
Ａ：�音楽・映画・ゲームが好きで、その物語作りの手法が興味深いです。日本の文化や日本語を学ぶ
ことが好きです。食べ物は辛いものが好きで、よく担々麺を食べます。

Ｑ：�一関市のどんなところが好き？
Ａ：�市民が温かく受け入れてくれていて、沢山の友達ができました。一緒にバーベキューしたりするの
が楽しいです。

Ｑ：�子どもたちの英語教育に関して何かやってみたいことはありますか？
Ａ：�英語は言語であるとともに、世界の知識や他の文化と触れ合うことにつながる言語であることを
伝えたいです。また、他の文化について学ぶことによって自分の習慣と伝統や自分自身について
も学ぶことにつながります。

Ｑ：最後に、ILCの実現に向けて一言お願いします。
Ａ：�ILCは一関市のみならず世界にもたらす科学や医療などに於いての可能性がすごいので、実現し
て欲しいです。また、実現に伴う経済波及効果や国際的な発展が東北地方全体のイメージを変
えるかも知れませんね。

　市ではILCの実現を見据え国際化を推進しています。ここでは、市内で活躍する国際
人を紹介します。今回は、平成26年度から市内の小中学校で英語を教え、千厩町に住ん
でいるアメリカ・ニューヨーク出身のケビン・カナリーさん。

第　1　回
期日 平成28年7月31日（日）14:00〜16:00
場所 大東図書館

講師 東北大学大学院理学研究科　
准教授　佐　貫　智　行 氏

第　2　回
期日 平成28年9月3日（土）14:00〜16:00
場所 川崎市民センター

講師
高エネルギー加速器研究機構名誉教授
東北大学・岩手大学　客員教授　
吉　岡　正　和 氏

教えてネイトさん！ 今すぐ使える ネイトの英会話教室

ケビン・カナリーさん

お 知 ら せ

Englis
h

HP、SNSでILC情報を発信中！
　専用のHP（ホームページ）、SNS
（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）を利用し、ILCの情報
を発信しています。
　パソコンやスマートフォンなど
の携帯端末から手軽に利用でき
ますのでぜひご覧ください。

◎一関市国際リニアコライダー推進ホームページ
一関市 ILC 検索


